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◇２００６年ロジ研誕生によせて物流ア・ラ・カ・ル・ト 
            (社)東京都トラック協会 副会長 橋場 之廣

１０月、新潟で開催された全国トラック事業者大会の帰りに、長岡

市に寄った。小泉前首相が就任挨拶に引用された「米百俵」を思い出

したからである。悠久山にある神社を参拝したあと城郭風の資料館に

入館し、そこで一冊の本に出会った。「武士の娘」という文庫本（大

岩美代訳・ちくま文庫）だった。著者の杉本鉞子（えつこ）は長岡藩

の家老の家に生まれきびしい躾と教養を身につまれ結婚により米国

に渡りやがて自立した日本女性として生き抜いた。読み終えたあと今

日にも通じる女性の美しい生き方を改めて考えさせられ、安倍首相の

就任挨拶にあった「美しい国」という語彙が胸中を過ぎった。これで

また越後長岡という地が安倍政権を動かす源となるのかとさえ思っ

た。この思わぬ発見からロジ研の「温故創新」研修旅行の地は全ト協

事業者大会の開催地に求めては？と思った。その地に企業経営に役立

つ偉人がきっといる筈だ。候補地の選定をはじめ運営も易く参加者の

増加も見込め、なにより低コストも期待できよう。 
いま話題の道路特定財源の一般財源化反対についての署名運動に

は東ト協もがんばった。その結果もあって数は１０００万人を突破し

た。道路に使わないなら減税すべきである。業界あげて、この一般財

源化に賛成するような議員を支持してはならない。国民を騙しちゃい

けない。コンプライアンスや法治国家などの定義がおかしくなる。子

供の教育上よろしくない。日本人は歴史に学ばない国民とも言われた

りする。いたし方がないとはいえ、太平洋戦争に嵌まって大失敗した

経験からも学ばないＤＮＡを持つ人たちにこの国を任せるようでは

とても「美しい国」など望めそうにない。ロジ研は経営者層研鑽の道

場でもある。佐藤一斎「壮而学則老而不衰」の精神だ。もっと怒れ！

そして「書生の心」を失うなかれ！ 

 

◇東ト協ロジスティクス研究会フォーラムⅢご案内 
研修委員長 鈴木 貢

  このフォーラムはロジ研の年度の活動計画として開催され、これま

で一貫して拘わってきたテーマ「安全と安心の共創」の集大成となる

ものです。 

 然し、これはロジ研役員のみで為し得るものではなく、ロジ研に加

入している皆さん一人ひとりの総意と協力に依って目的を達成しえ

るものであると考えています。執行部はロジ研参加物流事業者の安全

と安心の確立の為に、真剣に検討を重ねてきています。ここで「安全

と安心の共創」の意識の共有を図るためにも、皆さんのご参加、忌憚

のないご意見、ご協力を呼びかける次第です。 

 なお、ご案内については、新年に入りファックス送信いたしますの

で、事前にご予定いただきますようお願い申し上げます。 

                

記 

 
１.テーマ 「安全と安心の共創」 

２.目 的 安全と安心並びにコンプライアンスが絶対視される社会

情勢に鑑み、ロジスティクス研究会として事の重大さを

認識し「安全と安心の共創」の理念を水平展開していく。

もって業界の地位向上に努める。 

３.日 時 平成１９年２月１４日（水）午後１時 開始予定 

４.場 所 東京都トラック総合会館 ７F大会議室 

５.フォーラム形式  

パネルディスカッション 

６.コーディネーター  

㈲エイチ・アイ・プランニング 代表 岩崎仁志氏 

７.パネリスト  

（1）国土交通省自動車交通局 貨物課 課長補佐 川﨑 博氏 (行政) 

（2）流通経済大学 学 長 野尻俊明氏 (学識経験者) 

（3）東京都トラック協会 副会長 結城幸彦氏 (業界) 

 

 

◇壮年部長随想リレー  

「もうすぐ今年も終わりですね」 
               北支部壮年部長 平墳 喜一 共立貨物運送㈱

  今年もあと残りわずかとなり、あちらこちらで年末の挨拶が交わさ

れる時節となりました。月並ですが一年の経つのは本当に速いもので、

それも年齢と共に加速度的に速さを増しているように感じているのは

私だけではないと思われます。いつだったか、何故、人は年と共に時の

経つ速さをより強く感じるようになるのか、ということに関して興味深

い話を聞きました。それは、待つものがあればあるほど、人は時の経過

を遅く感じるものだという話でした。つまり、何かを待っていると遅く、

何も待っていなければ速くというように、時間の流れ方が違って感じら

れるということです。 

  確かに、待ち合わせでなかなか現れない人を待っている時、たった５

分や１０分が大袈裟に言えば、１時間にも感じることがあります。また

思えば、子供の頃、私達は常日頃からたくさんのもの、ことを待ってい

ました。今の季節であれば、クリスマスにもういくつ寝るとお正月、夏

が近づけば夏休み、その他、誕生日や試験の終わる日を待ち焦がれたり

と、一年中、いつも何かを待っていたように思います。だから、あの頃

は一年が、いや、一日一日がとても長く感じられたのでしょう。なるほ

ど、なるほど。 

  で、今はどーよと言えば、う～ん、一日千秋の思いで待っているもの

など何も思いつきません。年末年始の休みにしろお盆休みにしろ、ほん

の数日ですからそれほど楽しみにしている訳ではないし、まあ、それな

りに待ち遠しいと言えば、月に一度の給料日くらいか。つまり、我々お

じさん達は、日々ほとんど何も待つということなしに生きていることに

なります。これじゃあ、一年もあっという間に過ぎてしまう訳だ。どう

です、皆さん、首を長くして待っているもの、何かありますか？ 
 

「私の思い出」 
           副本部長 大淵 隆次 [千代田支部 ㈱協和運輸]

私は東京（下町）神田で生まれ、我が家の付近には多くの駄菓子、お

好み焼きの店があり、そのうちの一軒は老夫婦が経営していた。高級お

好み焼きと違って、駄菓子のそれは具があまり入らない。どんぶり一杯

２０円で、おやつには十分な量だ。そのソースの味が鉄板の焼けた匂い

と合って好物であった。店の鉄板は、火力の強いところと弱いところが

あり、このため素早くヘラで自分の「陣地」を確保し、少ない具で作ら

なくてはならない。鉄板の上の領有を巡って争いが起きると、おじいち

ゃんが仲裁に入った。「あなたが悪い」はっきり言うおじいちゃんであ

った。 

小さな空間ながら、子どもの社交場だった。学校とは違う居心地のよ

さがあった。家庭では味わえない隠れ家のような存在で、いま、駄菓子

のお好み焼きの店が下町から消えつつある。おじいちゃんのような人

も、子どもの周りには少なくなった。これからの時代、子どもの社交場

が出来るかな。 

 
《百文字のひろば》 
 早いもので、２００６年も師走を迎えてしまった。ついこの間、新年

を迎えて目標に向かって頑張って？来たのに。来年は、何を目標にする

か、まだ実感が湧きません。一日が段々加速をして、来年の事を考える

余地が無いのも自分も歳かなと思う今日この頃である。       

山本 文夫[杉並支部 ㈱エイトカワサキ］

 
《行事予定》 
◇三組織合同セミナー・新年会 2 月 8 日（木）16：00～20：00 

  テーマ 「報道の現場から～生活・政治・経済等を取り巻く今日

的話題～」 参加者募集中！ 

講 師 読売テレビ報道局解説委員 辛坊治郎氏 

◇「安全と安心」研修見学会 3 月 5 日（月）13：00～19：00 予定 

   日本航空機長の講話、整備場・安全啓発センターの見学 

   ※１月下旬頃、会員宛 FAX で参加者募集予定 


